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千
葉
市
美
術
館
に
は、

今
中
宏
氏
【
註
l】

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に、

深
斎
英
泉（
一

七
九
一

s
一

八
四
八）
の
作
品
が
三
百
点
近
く
収
蔵
さ
れ
て
い
る。

英
泉
は、

文
化
(
-

八
0

四
S
一

八）
後
期
か
ら
五
十
八
歳
で
没
す
る
嘉
永
元
年（
一

八
四
八）
ま
で
活
躍
し
た
幕
末
期

の
浮
世
絵
師
で
あ
り、

時
に
凄
絶
と
も
頗
廃
的
と
も
形
容
さ
れ
て
き
た
美
人
画
様
式
は
特
に

印
象
的
で
あ
り、

こ
れ
ま
で
英
泉
と
い
え
ば
展
覧
会
や
美
術
害
に
お
い
て
も
美
人
画
が
中
心

に
語
ら
れ
て
き
た。

ま
た
今
中
氏
の
私
家
版
『
英
泉
著
画
作
目
録』
（
龍
亭
文
庫

一

九
五
六

年）
や、

お
お
さ
わ
ま
こ
と
氏
の
大
著
『
淫
斎
英
泉』
（
郁
芸
社

一

九
七
六
年）
に
お
い
て

は、

特
に
膨
大
な
英
泉
の
著
画
作
の
版
本
研
究
が
充
実
し、

さ
ら
に
お
お
さ
わ
氏
は
波
瀾
万

丈
の
生
涯
に
つ
い
て
も
丹
念
に
論
じ
て
い
る。

し
か
し
版
本
で
の
活
躍
は
右
記
の
よ
う
な
研
究
か
ら
ほ
ぼ
全
貌
が
理
解
さ
れ
る
と
し
て

も、

錦
絵
で
は、

英
泉
の
主
要
な
美
人
画
の
ほ
と
ん
ど
が、

画
業
の
前
半
期
に
あ
た
る
文
政

期
(
-

八
一

八
s-―

1

0
)

に
集
中
し
て
い
て
後
半
期
の
活
躍
が
見
え
難
い
こ
と、

ま
た
美
人
画

以
外
の
分
野
で
の
作
品
も
多
様
で
見
落
と
せ
な
い
面
の
あ
る
こ
と
か
ら、

画
業
展
開
の
全
体

像
を
把
握
す
る
必
要
性
も
感
じ
ら
れ
る。

本
論
は、

先
学
の
研
究
に、

千
葉
市
美
術
館
の
企
画
展
「
浮
世
絵
師

深
斎
英
泉」

展

（
二
0

1

―
一
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
八
日）
を
き
っ
か
け
に、

あ
ら
た
に
知
り
得
た
情
報

を
加
え、

英
泉
の
錦
絵
を
中
心
に
そ
の
画
業
展
開
を
概
観
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る。

は
じ
め
に

淡
斎
英
泉
の
画
業
展
開
に
つ
い
て

初
期
の
作
品
に
つ
い
て
は、

松
井
英
男
氏
に
よ
る
「
淫
斎
英
泉
初
期
作
品
群
の
研
究
」

（
『
没
後
1
5
0
年
記
念

淫
斎
英
泉
展』

太
田
記
念
美
術
館

一

九
九
七
年）
が
あ
り、

改

印、

署
名
書
体、

芝
居
の
考
証、

吉
原
細
見
な
ど
を
用
い
た
実
証
的
な
内
容
で、

そ
の
活
躍

の
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る。

さ
ら
に
『
浮
世
絵
師

深
斎
英
泉』

展
図
録(―
1

0

1

―
一
年

千
葉
市
美
術
館）
で
の
指
摘
を
加
え、

初
期
の
英
泉
作
品
を
主
題
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
述
べ

る
と、

次
の
よ
う
に
概
観
さ
れ
る
で
あ
ろ
う。

(

1

)

美
人
画

文
化
七
年
(
-

八
一

0
)

頃、

英
泉
は
菊
川
英
山
（
一

七
八
七
＼
一

八
六
七）
の
父
英
二
宅
に

寄
寓
す
る。

英
山
は、

寛
政
期
（
一

七
八
九
＼
一

八
O
I

)

を
中
心
に
活
躍
し
た
高
名
な
絵
師

喜
多
川
歌
麿（
？
s
-

八
〇
六）
亡
き
後、

文
化
期
(
-

八
0
四
＼
一

八）
美
人
画
界
の
第
一

人

者
で
あ
り、

当
然
な
が
ら
英
泉
初
期
の
美
人
画
に
は
英
山
様
式
が
濃
厚
で
あ
る。

現
在
確
認
さ
れ
る
中
で
は、
「
白
酒
売」

と
「
文
売」

の
二
図
が
知
ら
れ
て
い
る
大
判
錦

絵
の
「
風
流
花
合」
【
図
1
】

の
シ
リ
ー
ズ
が
最
も
早
い
作
例
で
あ
る。
「
文
売」

の
方
に

は、
「
菊
川
英
泉
筆」

と
い
う
初
期
の
珍
し
い
署
名
が
あ
り、

改
印
「
極」

と
名
主
印
「
森

治」

の
組
合
せ
か
ら
お
よ
そ
文
化
末
期
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
た
が、

さ
ら
に
浅
野
秀
剛

氏
に
よ
り、

上
部
の
こ
ま
絵
に
描
か
れ
た
「
文
売」

の
四
代
目
瀬
川
路
考
が
文
化
九
年（
一

八
―

二
）
十
一

月
に
亡
く
な
る
こ
と
な
ど
か
ら、

文
化
九
年(
-

八
―

二
）
頃
の
作
と
考
証
さ

一
、

初
期
の
英
泉
作
品
—
文
化
末
＼
文
政
初
期
の
錦
絵
を
中
心
に
1

田

辺

昌

子
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図
2

菊
川
英
山

「
妹
背
中
合
鏡」

大
判
錦
絵

文
化(
-

八
0
四
ー
一

八）
後
期

5i

§
ャ

今

花

r'ょ
”
ー
ーf
f
,>、
*
f·

図
4

深
斎
英
泉

横
笛
吹
く
若
衆（
や
っ
し
牛
若
丸）

大
判
錦
絵

竪
二
枚
続（
掛
物
絵）

文
政(
-

八
一

八
—――1
0)
初
期

千
葉
市
美
術
館
蔵

図
6

漢
斎
英
泉

「
江
戸
名
所
十
景

両
国
の
納
涼」

小
判
錦
絵

文
化(
-

八
0
四
ー
一

八）
末
期
ー
文
政(
-

八
一

八
—
三
0)

初
期

千
葉
市
美
術
館
蔵

2

•

ノ
：

羨
泉
f

菜
東

4

図
1

漢
斎
英
泉

「
風
流
花
合

白
酒
売」

大
判
錦
絵

文
化
九
年

（
一

八
―
二）
頃

メ
ー
テ
レ
（
名
古
屋
テ
レ
ビ
放
送）
蔵

h
i
-

図
3

漢
斎
英
泉

「
華
姿
あ
ふ
ぎ
合」

傘
差
す
美
人

大
判
錦
絵

文
政（
一

八
一

八
ー
三
0)
初
期

千
葉
市
美
術
館
蔵

図
5

深
斎
英
泉

舟
中
の
男
女

大
判
錦
絵

文
政（
一

八
一

八
I
=1
0)
前
期

千
葉
市
美
術
館
蔵
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こ
の
時
期
の
作
例
と
し
て
多
い
の
は、

体
つ
き
も
華
奢
で、

生
活
臭
を
廃
し
た
人
形
の
よ

う
な
美
し
さ
を
持
つ
英
山
風
美
人
の
全
身
像
で
あ
る。

署
名
が
な
け
れ
ば
英
山
の
作
品
と
見

ま
が
う
よ
う
な
画
風
で、
「
青
楼
四
季
之
姿
会
」、
「
華
姿
あ
ふ
ぎ
合
」

【
図
3】

な
ど、

五
十

点
余
の
作
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る。

中
に
は
「
両
国
夕
涼
之
図
」

と
い
っ
た
大
判
錦
絵――一
枚

続
の
作
品
も
あ
り、

美
人
画
の
分
野
に
お
い
て
は
新
人
の
割
に
評
価
が
高
く、

恵
ま
れ
た
仕

事
を
得
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る。

実
際
に
は
四
歳
し
か
年
が
離
れ
て
い
な
い
英
山
の
片

腕
と
も
い
え
る
立
場
で、

す
で
に
一

人
前
と
認
め
ら
れ
る
扱
い
を
受
け
て
多
く
の
注
文
に
応

じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

す
な
わ
ち
英
山
が
人
気
を
得
て
い
た
範
囲
で
の
活
躍
が
中
心
で
あ
っ
た
わ
け
で、

大
判
錦

絵
を
竪
に
二
枚
継
い
だ
掛
物
絵
に
お
い
て
も
同
様
に、

早
い
時
期
か
ら丑
央
泉
の
活
躍
が
認
め

ら
れ
る。
「（
横
笛
吹
く
若
衆）
」

【
図
4】

は
そ
の
一

例
で、

簡
易
に
表
装
さ
れ
た
状
態
で
残

さ
れ
て
お
り、

気
軽
な
掛
物
と
し
て、
一

般
家
庭
で
楽
し
ま
れ
て
い
た
ら
し
い。

ま
た
本
図

は、

横
笛
を
吹
く
姿、

振
袖
に
表
さ
れ
た
源
氏
の
笹
竜
胆
の
紋、

刀
を
差
し
て
い
る
こ
と
か

ら、
『
十一
一
段
草
子』

と
し
て
知
ら
れ
る
牛
若
丸
を
当
世
風
俗
の
若
衆（
色
子）
に
置
き
換
え

た
や
つ
し
絵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。

こ
の
よ
う
な
古
典
を
題
材
と
し
た
や
つ
し
絵
は、

錦

絵
で
は
英
泉
初
期
の
掛
物
絵
や
柱
絵
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
主
題
傾
向
で
あ
る。

な
お
従
来
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に、

文
化
末
期
か
ら
文
政
初
期
の
美
人
画
の
署
名
は

「
英
泉
剛
」

（
後
年
は
「
英
泉
画
」

と
す
る
こ
と
が
多
い
）
が
主
で、
「
英
」

の
下
の
部
分
が

「
大
」

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
後
年
は
「
ハ
」

の
よ
う
に
離
れ
て
い
く）

字
幅
の
や
や
細
い

書
体
が
基
準
的
で
あ
る。

も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る。

れ
て
い
る
【
註
2】。

役
者
似
顔
が
こ
ま
絵
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
う
形
式
は、

英
山
に
よ
る

同
時
期
の
「
妹
背
中
合
鏡
」

【
図
2】

で
も
同
様
の
趣
向
が
あ
る
が、

美
人
は
全
身
像
で
描
か

れ
て
い
る。
「
風
流
花
合
」

の
よ
う
な
美
人
大
首
絵
は
初
期
の
英
泉
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
稀

な
ス
タ
イ
ル
で、

英
山
と
同
様
に、

こ
の
よ
う
な
大
首
絵
に
は
ま
だ
わ
ず
か
に
歌
麿
の
様
式

（
あ
ぶ
な
絵
と
春
画）

や
は
り
英
山
人
気
の
一

翼
を
担
う
絵
師
と
し
て
の
位
置
づ
け
は、

親
密
な
男
女
の
姿
を
描

い
た
あ
ぶ
な
絵
お
よ
び
春
画
の
分
野
で
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
り、

早
々
に
見
応
え
の
あ
る

作
品
が
出
さ
れ
て
い
る。
「（
舟
中
の
男
女）
」

【
図
5】

は、

そ
の
よ
う
な
あ
ぶ
な
絵
の
う
ち

の
一

図
で、

画
中
の
布
団
に
付
け
た
札
に
「
十
二
番
ノ
内

泉
丸
」

と
あ
る
こ
と
か
ら、

十

二
枚
揃
の
最
終
図
に
あ
た
る
と
目
さ
れ
る。

艶
か
し
く
情
感
の
こ
も
っ
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ

は、

店
表
で
売
ら
れ
て
い
た
一

般
の
錦
絵
商
品
よ
り
濃
厚
な
色
彩
で、

や
や
上
質
に
仕
上
げ

ら
れ
た
版
の
よ
う
で
あ
る。

文
化
十
四
年(
-

八
一

七）
の
『
美
多
礼
嘉
見』【
註
3】

な
ど、

春
画
に
関
し
て
は
版
本
に
お

け
る
出
版
が
目
立
っ
て
い
る。

ま
た
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
春
画
の
摺
物
で
初
期
の
英
泉
筆
と
思

わ
れ
る
作
品
は
相
当
多
く
あ
る
よ
う
で
【
註
4】、

小
さ
い
画
面
の
中
に
親
密
な
男
女
の
姿
を

描
い
た
「（
鏡
の
中
の
男
女）
」

な
ど
も、

そ
の
よ
う
な
春
画
摺
物
の
一

部
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る。

肉
筆
画
で
は
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
「
(
+
ニ
ヶ
月
風
俗
画
帖）
」

（
個
人
蔵）
と
仮
に
呼
ぶ

春
画
帖
が
興
味
深
い。

落
款
は
な
い
が、

画
中
に
0
に
「
泉
」

の
英
泉
マ
ー
ク
が
あ
る
図
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
画
風
か
ら、

英
泉
筆
と
比
定
さ
れ
る
作
品
で、

非
常
に
緻
密
で
丁
寧

な
描
写
に
終
始
し
た
大
型
の
画
帖
で
あ
り、

相
当
に
裕
福
な
人
物
か
ら
の
注
文
品
で
あ
っ
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
る。

面
白
い
の
は、

十
二
図
の
う
ち、

葛
飾
北
斎
ま
た
は
北
斎
派
の
作
と

さ
れ
る
文
化
九
年(
-

八
―
―
-)
頃
の
錦
絵
春
画
帖
『
絵
本
つ
ひ
の
雛
形』

の
中
か
ら
四
図、

ま
た
英
山
の
錦
絵
春
画
シ
リ
ー
ズ
【
註
5】

か
ら一
二
図
の
図
柄
を
借
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る。

図
柄
と
共
に
画
風
が
北
斎
様
式
と
英
山
様
式
そ
れ
ぞ
れ
に
振
れ
て
表
れ、

英
山
ば
か
り

で
な
く
北
斎
に
倣
う
様
子
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
も
興
味
深
い。

(

2

)

風
景
画

風
景
画
で
は
唯
一

「
江
戸
名
所
十
景
」

の
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て、

初
期
の
美
人
画
で
し
ば

し
ば
用
い
ら
れ
た
「
英
泉
筆
」

の
署
名
が
認
め
ら
れ
る。

確
認
さ
れ
る
の
は
三
図
の
み
で
あ

，
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図7 撲斎英泉 「新版 浮絵五百羅漢之図」
文政(1818-30)初期 千葉市美術館蔵

大判錦絵

図8 深斎英泉 「渡辺ノ綱」 大判錦絵
文政(1818-30)前期 千葉市美術館蔵
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図10 漢斎英泉 「声色好」 九つ切判摺物 文化13年(1816)か

町田市立国際版画美術館蔵
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図
9

深
斎
英
泉

七
代
目
市
川
団
十
郎
の
漁
師
ふ
か
七
実
は
金
輪
五
郎
今
国
と

五
代
目
瀬
川
菊
之
丞
の
酒
杉
娘
お
三
輪

細
判
錦
絵

文
政一
年(-
八一
八）

千
葉
市
美
術
館
蔵

苫
集
ゑ

祁
々
心
袷

入
，
手

ふ

わ7ゎ
も
セ

ー

‘
,'
ぅ

簡
ふ
笠公
泉
画

図
12

淡
斎
英
泉
「

浮
世
四
拾
八
手

る
手」

大
判
錦
絵

文
政
四
ー

五
年(-
八
ニ
―
—――

二）
頃

ひ
ゐ
き
を
た
の
し
み
に
み

図11 埃斎英泉 秋葉常夜燈 大判錦絵三枚続
文政（1818-30)前期 千葉市美循館蔵

千
葉
市
美
術
館
蔵

10 



る
が、
「

両
国
の
納
涼」
【
図
6
】

は、

屋
形
船
の
納
涼
美
人
を
手
前
に、

隅
田
川
東
岸
の
賑

わ
い
を
見
渡
す
よ
う
な
構
図
で
描
か
れ
る。

小
判
と
い
う
小
さ
い
サ
イ
ズ
で
あ
り、

ま
た
縦

位
置
構
図
の
画
面
で
は、

風
景
画
な
ら
で
は
の
広
が
り
を
演
出
し
難
く
思
わ
れ
る
が、

文
化

期
頃
に
は
北
斎
な
ど
も
「

（
東
海
道
五
十
三
次）
」

な
ど
の
小
判
や
中
判
の
シ
リ
ー
ズ
を
手
掛

け
て
お
り、

大
判
で
制
作
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
浮
絵
を
除
け
ば、

い
ま
だ
風
景
画
は
浮

世
絵
の
一

分
野
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
な
い
時
代
で
あ
っ
た。

英
泉
の
表
現
も
洗
練
さ
れ

て
お
ら
ず、

版
画
と
し
て
も
素
朴
な
感
じ
を
受
け
る
も
の
で、

や
は
り
文
化
期
に
遡
る
可
能

性
の
あ
る
作
品
と
見
ら
れ
る。

上
部
に
様
式
化
さ
れ
た
雲
形
が
あ
り、

紅
で
彩
色
さ
れ
て
い

る
が、

こ
の
よ
う
な
紅
色
の
雲
形
は、

寛
政
期
頃
か
ら
文
政
前
期
頃
ま
で
の
浮
絵
や
風
景
画

に
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
の
特
徴
で
も
あ
る。

こ
の
紅
色
の
雲
形
の
表
さ
れ
る
こ
と
や、

や
は
り
素
朴
な
画
風
か
ら、
「

新
版

浮
絵
五

百
羅
漢
之
図」
【
図
7】

な
ど
「

新
版

浮
絵」

と
冠
さ
れ
る
総
州
屋
与
兵
衛
か
ら
出
版
さ
れ

た
浮
絵
の
シ
リ
ー
ズ
も
文
化
末
＼
文
政
初
期
頃
の
早
い
時
期
の
作
品
で
あ
ろ
う。
「

深
斎
英

泉
画」

の
落
款
で
「

英」

の
下
部
分
も
「
ハ
」

の
よ
う
な
書
体
で
あ
る
が、

同
じ
時
期
で
も

主
題
分
野
や
様
式
に
よ
っ
てザ
央
泉
は
署
名
書
体
を
変
え
る
傾
向
が
あ
る。

(

3

)

武
者
絵

「

三
浦
之
助
広
常」、
「

北
條
時
政」、
「
渡
辺
ノ
綱」

と
い
っ
た
武
者
絵
類
も、

初
期
の
作

品
と
考
え
ら
れ
る
【
註
6】。

こ
の
う
ち
「

三
浦
之
助
広
常」

と
「

北
條
時
政」

に
は、
「

極」

印
に
加
え
楕
円
印
「

爪
方」

と
読
め
る
改
印
が
認
め
ら
れ
る
が、

こ
の
「

賦
方」

印
は
文
化

+――一
年
(
-

八
一

六）
か
ら
文
政
四
年(
-

八
ニ
―
)
の
間
に
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
【
註
7】。

ま
た
「

渡
辺
ノ
網」
【
図
8】
、

は
「

英
泉
画」

の
署
名
で、

素
朴
な
楷
書
の
書
体

が
珍
し
い
が、

同
じ
版
元
か
ら
出
版
さ
れ
た
「

真
田
与
市

股
野
五
郎」

や
「

坂
田
ノ
金

時」

も
同
時
期
の
作
例
で
あ
ろ
う。

い
ず
れ
も
黒
色
が
基
調
の
背
景
に、

画
面
一

杯
に
人
物
等
を
描
き
込
む
武
者
絵
で、

寛
政

（
一

七
八
九
S
一

八
0
-
)
末
期
か
ら
武
者
絵
を
よ
く
し
た
勝
川
春
亭（
？
s
-

八
二
四）
の
画

風
に
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

春
亭
の
活
躍
を
追
っ
て
武
者
絵
を
手
が
け
た

の
は
英
泉
ば
か
り
で
な
く、

同
時
期
に
は、

歌
川
国
貞（
一

七
八
六
S
一

八
六
四）
、

や
は
り

文
化
末
か
ら
文
政
初
期
の
一

時
期
だ
け
武
者
絵
を
描
い
て
い
た
ら
し
い
歌
川
広
重
（
一

七
九

七
S
一

八
五
八）
、

後
の
文
政
十
年
(
-

八
二
七）
に
は
「

通
俗
水
滸
伝
豪
傑
百
八
人
之
一

個」

の
出
版
が
ヒ
ッ
ト
と
な
り、
「
武
者
絵
の
国
芳」

と
し
て
名
を
成
す
歌
川
国
芳（
一

七
九
七
S

一

八
六
1

1)
の
名
も
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る。

こ
れ
ら
新
世
代
の
絵
師
達
の
中
に
限
れ
ば、

英
泉
の
武
者
絵
は
国
芳
の
方
向
性
に
最
も
親
し
く
感
じ
ら
れ
る
が、

そ
の
後
本
格
的
に
武
者

絵
に
取
り
組
む
様
子
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

(

4

)

役
者
絵

役
者
を
描
い
た
錦
絵
は、

先
述
の
「

風
流
花
合」

の
こ
ま
絵
を
例
外
と
し
て、

十
一

点
が

知
ら
れ
て
お
り、

い
ず
れ
も
文
化
十
年
＼
文
政―
一
年
(
-

八
一

三
S
一

九）
の
間
に
上
演
さ
れ

た
芝
居
に
取
材
し
た
作
品
【
図
9】

で
あ
る。

す
べ
て
細
判
の
判
型
で
大
判
錦
絵
に
比
し
て

紙
の
質
も
劣
り、

色
版
の
数
も
少
な
く、

最
も
安
価
な
部
類
に
属
す
る
消
耗
品
的
な
性
格
の

強
い
作
品
で
あ
り、

英
山
の
傘
下
に
あ
っ
た
美
人
画
界
で
は、

早
期
か
ら
重
要
視
さ
れ
た
存

在
で
あ
る
英
泉
が、

役
者
絵
界
に
お
い
て
は
格
下
絵
師
の
扱
い
で
あ
っ
た
こ
と
に
気
が
付

く。

千
代
田
歳
一

を
名
乗
り、
一

時
は
狂
言
作
者
を
目
指
し
た
英
泉
は、

歌
舞
伎
に
も
親
し

ん
だ
は
ず
だ
が、

こ
の
時
期
以
外
に
英
泉
が
役
者
絵
に
筆
を
執
っ
た
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。

当
時
役
者
絵
の
大
御
所
歌
川
豊
国
（
一

七
六
九
s
一

八
二
五）
を
師
と
す
る
国
貞（
三
代
豊
国）

が、

早
く
も
文
化
十
一
、

二
年(
-

八
一

四、
一

五）
頃
に
代
表
作
「

大
当
狂
言
内」

で
大
判

錦
絵
の
雲
母
摺
と
い
う
豪
華
な
役
者
絵
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
活
躍
ぶ
り
や、

そ
の
後
豊
国
が

文
政
八
年
(
-

八
二
五）
に
没
し
て
か
ら
も、

さ
ら
に
国
貞
を
中
心
と
し
た
歌
川
派
が
役
者
絵

界
で
興
隆
し
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば、

も
は
や
英
泉
が
役
者
絵
で
活
躍
す
る
余
地
は
な

か
っ
た
状
況
も
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う。

(

5

)

摺
物

英
泉
の
摺
物
に
関
し
て
は、

こ
れ
ま
で
展
党
会
や
画
集
で
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
あ
ま
り
な

11 
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文
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則

図18深斎英泉 「信濃国一之宮 諏訪湖之御図」
大判錦絵 文政5年(1822)

神奈川県立歴史博物館蔵 後
魯洪

泉―
凶

『
―

久

;}、 {tii !i f ;!i ?, 

図17 二世南仙笑楚満人（為永春水）作、深斎英泉画 『軒並
娘八丈」より「鎌倉磐栄之光景」 人情本
初版は文政7年(1824）＊掲載図版は後摺
千葉市美術館蔵
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か
っ
た
が、

早
い
作
例
と
し
て
は
「
声
色
好」
【
図
10】

と
題
し
た
九
つ
切
判
の
摺
物
が、

文

化
十
三
年(
-

八
一

六）
頃
の
制
作
に
な
る
可
能
性
を
小
林
ふ
み
子
氏
が
考
証
し
て
い
る
【
註

8】。

署
名
は
「
深
斎
英
泉
画」

で、

文
化
期
に
遡
る
と
す
れ
ば、

こ
の
署
名
の
あ
る
最
も
早

い
時
期
の
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う。

同
形
式
の
同
時
期
の
英
山
の
摺
物
も
知
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら、

や
は
り
摺
物
に
お
い
て
も
英
山
の
活
躍
域
の
一

部
を、

英
泉
が
担
っ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

(

6

)

そ
の
他

「
英
泉
画」

の
署
名
で
あ
る
が、
「
英」

の
下
の
部
分
が
「
大」

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

「
撫
子
に
枝
豆
と
轡
虫」

と
い
っ
た
小
判
の
花
鳥
画
類、

ま
た
「
東
海
道
五
拾
三
駅
名
所
古

跡
略
記

道
中
双
六」

な
ど
の
双
六
類
も、

早
期
の
作
品
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る。

二、

文
政
期
の
動
向
ー
英
泉
美
人
大
首
絵
の
流
行
と
そ
の
周
辺

(

1

)

美
人
大
首
絵
の
流
行

英
山
の
錦
絵
の
ほ
と
ん
ど
が
文
政
初
期
頃
ま
で
の
出
版
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
か
ら、

こ
の

頃
ま
で
に
は
そ
の
美
人
画
ス
タ
イ
ル
も
飽
き
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

こ
れ
ま
で
英
山
の

傘
下
に
あ
り、

む
し
ろ
英
山
的
美
人
画
を
求
め
る
需
要
の
一

端
を
担
っ
て
い
た
よ
う
に
思
え

る
英
泉
が、

独
立
し
て
評
価
を
得
る
た
め
に
は、

英
山
様
式
と
は
ま
っ
た
＜
性
格
の
違
う、

新
し
い
美
人
画
ス
タ
イ
ル
を
打
ち
出
し
て
人
々
の
関
心
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た。

あ
ら
た
な
展
開
へ
の
発
達
途
上
に
あ
た
る
文
政――-、

四
年（
一

八
二
0、

ニ
―
)
頃
の
英
泉

作
品
で
は、

英
山
の
様
式
か
ら
離
れ
る
と
同
時
に、

文
化
後
期
頃
か
ら
活
躍
が
目
立
っ
て
い

た
歌
川
国
貞
の
生
活
感
あ
る
美
人
画
に
親
し
い
感
覚
が
表
れ
る。

こ
の
時
期
を
代
表
す
る

「（
秋
葉
常
夜
燈）
」
【
図
11】
（
や
は
り
「
武
方」

印
が
あ
る。）
や
「（
初
夏
の
雨）
」

と
い
っ
た

作
品
で
は、

そ
の
後
の
英
泉
が
む
し
ろ
避
け
た
よ
う
に
も
思
え
る
情
緒
的
な
表
現
も
心
に
残

る。

ま
た
「
青
楼
七
軒
人」

な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
も、

国
貞
を
意
識
し
た
こ
の
時
期
の
代
表
的

な
作
品
と
い
え
る
で
あ
ろ
う。

英
泉
の
個
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
の
は、

文
政
四、

五
年(
-

八
ニ
―
‘

二
二）
頃
か

ら
出
版
さ
れ
は
じ
め
た
美
人
大
首
絵
に
お
い
て
で
あ
る。

現
在
十
図
が
確
認
さ
れ
る
「
浮
世

四
拾
八
手」

の
シ
リ
ー
ズ
【
図
12】

は、

中
で
も
早
い
時
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る。

画
面

に
二
人
の
美
人
を
配
し、

主
題
に
沿
っ
て
描
き
分
け
ら
れ
た
女
の
表
情
が
見
ど
こ
ろ
で
あ
る

が、

美
人
の
顔
を
美
化
し
て
定
型
化
す
る
の
で
は
な
く、

生
々
し
い
表
情
を
強
調
し
た
そ
の

大
首
絵
に
は、

独
特
の
強
い
存
在
感
が
あ
る。

折
し
も、

大
首
絵
は
何
か
と
目
立
つ
の
で、

今
後
止
め
る
よ
う
に
と
し
た
寛
政
十
二
年

（
一

八
0
0)
の
厳
し
い
禁
令
が、

よ
う
や
く
寛
容
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
時
期
で
も
あ
っ
た
ら

し
い。

主
に
歌
麿
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
よ
う
に
思
え
る
こ
の
禁
令
直
後
に
は、

大
首
絵
を

出
し
難
い
状
況
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ、

役
者
絵
で
は
文
化
末
頃
に
作
例
が
増
え
る
も
の

の、

英
山
に
し
て
も
美
人
大
首
絵
は
わ
ず
か
で、

本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
様
子
が
な
い。

あ

ら
た
な
様
式
に
よ
る
美
人
大
首
絵
の
出
版
は、

長
く
待
た
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ、

英
泉

を
一

躍
ス
タ
ー
絵
師
に
押
し
上
げ
た
の
で
あ
る。

こ
の
成
功
以
降、
「
浮
世
風
俗
美
女
競」、
「
今
様
美
人
十
二
景」、
「
当
世
好
物
八
契」、

「
時
世
美
女
競」、
「
美
人
会
中
鏡」

な
ど、

文
政
中
期
に
は、

美
人
大
首
絵
の
優
品
が
次
々

と
出
版
さ
れ
て
い
る。

ま
た
後
摺
も
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら、

相
当
に
摺
増
が
さ
れ

て、

英
泉
の
人
気
需
要
に
応
え
た
様
子
が
う
か
が
え
る。

こ
の
う
ち
ほ
ぼ
制
作
年
代
が
確
定

で
き
る
作
品
と
し
て、

上
部
に
描
か
れ
た
曲
亭
馬
琴
の
読
本
『
南
総
里
見
八
犬
伝』

と
『
街

道
茶
漬』

の
発
行
年
か
ら、
「
当
世
好
物
八
契」
【
図
13】

は、

文
政
六
年(
-

八
ニ――-)
頃
の

出
版
と
理
解
さ
れ
る。

ま
た
「
浮
世
風
俗
美
女
競

幼
真
臨
鏡
現
生
滅
帯
花
知」
【
図
14】

に

は
「
美
艶
仙
女
香」

が
描
か
れ
て
い
る
が、

出
版
物
で
は
文
政
七
年
刊
の
『
江
戸
買
物
独
案

内』

に
書
か
れ
て
い
る
の
が
早
い
例
で
あ
る
こ
と
や
【
註
9】、

比
較
的
太
い
署
名
書
体
の
感
じ

か
ら、

こ
れ
ま
で
も
う
少
し
早
い
時
期
に
制
作
年
代
を
置
く
場
合
が
多
か
っ
た
が、

や
は
り

13 
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七
ー

八
年（一
八
三
六
ー

三
七）
頃

千
葉
市
美
術
館
蔵

い—呻！ l 
図20

淡

斎英泉

「姿海老屋楼上

之

図」 大判錦絵三枚続
文政11年 (1828) 千葉市美術館蔵

図21 浚

斎英泉

「仮宅の遊女」
千葉市美術館蔵

大判藍摺絵三枚続 天保6年 (1835)

図
19

撲

斎
英
泉
「

大
空
武
左
衛
門」

大
判
錦
絵

文
政一
0
年(-
八
二
七）

相
撲
博
物
館
蔵直．．
f

図
22

深

斎
英
泉
「

傾
城
道
中
双
緑

か
な
や

見
立
よ
し
は
ら
五

十
三
対

尾
張
屋
内

長
登」

大
判
錦
絵

文
政
八
年(-
八
二
五）
頃

千
葉
市
美
術
館
蔵

図
23

淡

斎
英
泉
「

北
国
八
景

之

内

う
ら
た
ん
ぽ

暮
雪

白
玉」

大
判
藍
招
絵

天
保
期（一
八
三
0
—

四
四）

名
古
屋
市
博
物
館
蔵

玉
屋
内

兌
立

レヘ
ーー，
ク

4
十
＇·-

利
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さ
ほ
ど
離
れ
な
い
文
政
六、

七
年(
-

八
二
三、

二
四）
く
ら
い
の
作
で
は
な
い
か
と
思
う。

さ
ら
に
美
人
画
主
題
に
も
工
夫
を
凝
ら
し、

右
記
の
う
ち
「
今
様
美
人
十
二
景」、

ま
た

「
御
利
生
結
ぶ
の
縁
日」

な
ど
は、

当
時
の
熟
成
し
た
町
人
文
化
の
中
で
起
っ
た
社
寺
参
詣、

行
楽
ブ
ー
ム
に
あ
や
か
っ
て、

江
戸
名
所
を
こ
ま
絵
に
描
き、

美
人
と
取
り
合
わ
せ
る
こ
と

で
一

層
購
買
率
を
高
め
よ
う
と
し
た
企
画
で
あ
る
と
い
え
る。

人
気
絵
師
英
泉
に
遊
女
の
絵
を
描
い
て
も
ら
う
こ
と
は、

吉
原
に
と
っ
て
も
ス
テ
ー
タ
ス

と
な
っ
た。

当
初
か
ら
遊
女
絵
を
手
が
け
て
い
た
英
泉
で
あ
っ
た
が、

大
首
絵
で
人
気
に
な

っ
て
以
降
に
は、
「
新
吉
原
八
景」
、
「
吉
原
要
事」、
「
廓
中
八
契」
、
「
傾
城
江
戸
方
角」
、

「
新
吉
原
年
中
行
事」

な
ど
次
々
と
実
在
の
遊
女
を
題
材
と
し
た
作
品
が
出
版
さ
れ
て
い
る。

こ
れ
ら
は
吉
原
の
依
頼
も
あ
っ
て
の
入
銀
物
が
多
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が、

と
り
わ
け

「
傾
城
（
契
情）
道
中
双
娩」

の
五
十
五
枚
揃
は、

英
泉
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
仕
事
と
な
っ

た
【
図
15】。

東
海
道
の
各
駅
の
景
を
こ
ま
絵
に
描
き、

妓
楼
名
・

遊
女
名
と
共
に
そ
の
姿

を
描
く
も
の
で、

日
比
谷
孟
俊
氏
は、

文
政
七
年
(
-

八
二
四）
四
月
の
吉
原
の
大
火
に
よ
り

仮
宅
の
営
業
と
な
っ
て
い
た
の
を、

文
政
八
年
(
-

八
二
五）
仮
宅
か
ら
吉
原
へ
戻
り
営
業
再

開
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
す
る
【
註
10】。

高
価
な
紅
や
紫
な
ど、

鮮
や
か
で
濃
厚
な
絵
具
の
使
い
方
な
ど
か
ら
も、

吉
原
の
入
銀
物
ら
し
い
贅
沢
な
出
版
で
あ

っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る。

ま
た
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
「
淫
斎
英
泉
画」

署
名
で
あ
る
が、

東

海
道
の
後
半
の
駅
に
な
る
と
「
淫
斎」

の
字
を
く
ず
し
た
書
体
が
多
く
な
る
【
図
16】

こ
と

か
ら、

こ
れ
だ
け
の
大
シ
リ
ー
ズ
で
も
あ
り、

一

斉
に
す
べ
て
が
出
版
さ
れ
た
と
い
う
よ
り

も、

同
じ
年
で
も
発
表
期
間
に
は
幅
が
あ
る
可
能
性
も
高
い
で
あ
ろ
う。

こ
の
時
期
に
は
英
泉
に
も
相
当
の
自
負
が
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
が、

天
保
四
年
(
-

八

三――-)
、

英
泉
自
身
が
著
し
た
『
元
名
翁
随
筆』
（
通
称
『
続
浮
世
絵
類
考』）
に
は、
「
青
楼
遊

女
の
姿
を
写
す
に

悉
く
其
家
々
の
風
俗
襖
姿
を
画
く
に

役
者
の
狂
言
振
に
似
せ
ず
時
世

の
形
鉢
を
新
た
に
画
し
は
此
人
に
起
れ
り

近
頃
国
貞
も
傾
城
画
は
英
泉
の
写
意
に
似
せ
て

画
し
者
也」

と
あ
る。

役
者
の
劇
的
な
動
作
の
よ
う
で
は
な
く、

当
世
の
女
の
真
の
姿
を
新

―

つ
は
「
勧
進
大
相
撲
取
組
の
図

四
ツ
賀
峯

源
氏
山」

で、

こ
こ
に
描
か
れ
た
力
士

た
に
描
い
た
の
が
自
分
で
あ
り、

近
頃
は
国
貞
も
そ
の
画
風
を
真
似
て
い
る
と
い
う
の
で
あ

る。

こ
の
時
期
確
か
に
先
行
し
て
美
人
画
様
式
を
展
開
し
て
い
た
国
貞
で
さ
え、

英
泉
の
強

い
個
性
に
引
っ

張
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
え
る。

(

2

)

風
景
画

文
政
期
に
は、

い
ま
だ
風
景
画
が
主
要
な
浮
世
絵
の
分
野
と
し
て
確
立
し
て
お
ら
ず、

風

景
画
主
題
で
の
活
躍
の
場
は
摺
物
や
版
本、

趣
味
的
な
出
版
物
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ。

例
え
ば
「
温
泉
二
番
続」

や
「
隅
田
川」

と
い
っ
た
摺
物
は
文
政
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る

が、

真
景
と
も
い
え
る
細
密
さ
で、

そ
の
眺
望
を
描
写
し
て
い
る。

文
政
七
年
(
-

八
二
四）

に
出
版
さ
れ
た
『
軒
並
娘
八
丈』

の
「
鎌
倉
磐
栄
之
光
景」
【
図
17】

な
ど
も
同
様
で
あ
る。

「
信
濃
国
一

之
宮

諏
訪
湖
之
御
図」
【
図
18
】

は、

確
実
に
制
作
年
の
わ
か
る
貴
重
な
作

例
で
あ
る。

手
前
に
旅
人
が
描
か
れ、

高
い
視
点
か
ら
富
士
山
の
方
に
向
い
て
湖
面
に
高
島

城
の
張
り
出
し
た
諏
訪
湖
の
絶
景
を
描
い
た
作
品
で、
「
壬
午
二
月
吉
日

上
州

一

宮
社

中」

と
あ
る
こ
と
か
ら、

文
政
五
年
(
-

八―
―
―
-)
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る。
「
一

宮
社

中」

と
あ
り、
「
な
か
な
か
に
氷
も
今
は
解
初
て

霞
む
け
し
き
の
す
は
の
湖」

の
句
を
配

し
た
と
こ
ろ
は
摺
物
の
よ
う
で
あ
る
が、

版
元
印
も
あ
り、
一

宮
社
中
の
入
銀
に
よ
る
商
品

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

墨
に
白
抜
き
の
引
っ

掻
い
た
よ
う
な
描
線
を
多
用
し
た
実
験
的
な

描
写
も
見
ら
れ、

署
名
書
体
も
「
斎」

の
字
な
ど
が
通
常
と
は
変
わ
っ
て
い
る
が、

絵
は
英

泉
の
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う。

こ
の
よ
う
に
風
景
画
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は、

確
実
に
文
政
期
の
作
と
考
え
ら
れ
る
一

般
的
な

商
品
と
し
て
の
錦
絵
出
版
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
が、

少
な
く
と
も
英
泉
の
風
景

画
を
描
く
素
養
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
め
ら
れ
る。

(

3

)

相
撲
絵

わ
ず
か
で
あ
る
が、

こ
の
時
期
の
相
撲
絵
で
年
代
が
わ
か
る
作
品
が
あ
る
の
で
挙
げ
て
お

き
た
い
。
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が
揃
う
の
は
文
政
六、

七
年
(
-

八
二
三、

二
四）
で
あ
る
こ
と
か
ら
制
作
年
代
が
絞
ら
れ

る。
「
英
泉
補
画」

と
い
う
署
名
も
珍
し
い
。

も
う
―

つ
の
作
品
は
見
世
物
的
な
関
取
と
し
て
話
題
と
な
っ
た
大
空
武
左
衛
門
を
描
い
た

相
撲
絵
で
あ
る。

相
撲
博
物
館
所
蔵
の
図
【
図
19
】

に
は、
「
大
空
武
左
衛
門

亥
弐
拾
弐

歳

身
丈

七
尺
五
寸

量
サ

三
拾
五
貫
目

手
平
壺
尺
弐
寸

足
裏
大
キ
サ

壺
尺
三

寸
五
分」

と
あ
る
よ
う
に、

ニ
メ
ー
ト
ル――1
0
セ
ン
チ
近
く
も
あ
っ
た
と
い
う
大
空
武
左
衛

門
は、
「
亥」

年
に
二
二
歳
で、

記
録
で
は
亥
年
の
文
政
十
年
(
-

八
二
七）
五
月
に
江
戸
に

来
て
お
り、

そ
の
後
す
ぐ
国
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
で、

そ
の
制
作
年
代
が
特
定
さ

れ
る
【
註
11】。

署
名
の
「
任
好

英
泉
画」、

書
体
も
珍
し
い
。

(

4

)

摺
物

文
政
中
・

後
期
に
は、

色
紙
判
の
狂
歌
摺
物
が
盛
ん
と
な
り、

英
泉
も
ま
た
多
く
の
摺
物

を
手
掛
け
た
よ
う
だ。

松
田
美
沙
子
氏
が
情
報
収
集
し
た
英
泉
一

枚
絵
の
目
録
資
料
「
英
泉

錦
絵
総
目
録」【
註
12】

で
は、

百
点
余
の
摺
物
の
存
在
が
確
認
さ
れ、

英
泉
の
画
業
の
中
で
も

重
要
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る。

小
林
ふ
み
子
氏
の
解
説
に
よ
れ
ば、

英
泉

に
摺
物
制
作
を
依
頼
し
た
狂
歌
師
の
中
で、

狂
歌
名
巽
岡
尾
花
楼
は
深
川
の
高
名
な
料
理
屋

尾
花
屋
の
主
人、

柳
桜
亭
花
也
は
第
十
一

代
長
州
藩
主
毛
利
斉
元
で
あ
る
な
ど
【
註
13】、

多

様
な
文
化
サ
ロ
ン
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
お
り、

摺
物
の
世
界
に
お
い
て
も
人
気
の
高
い
絵

師
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

三、

天
保
期
＼
晩
年
の
英
泉

(

1

)

藍
摺

天
保
期
(
-

八
三
O
S
四
四）
に
な
る
と、

英
泉
の
作
画
量
が
格
段
に
減
っ
た
こ
と
は、

す

で
に
指
摘
の
あ
る
と
お
り
で
あ
る。

急
に
人
気
が
落
ち
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で、

文
政
十
1

一
年
(
-

八
二
九）
と
天
保一
一
年
(
-

八
三
一
）
に
相
次
い
で
家
が
大
火
に
よ
り
類
焼
し

た
せ
い
と
も、

ま
た
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
根
津
に
移
り、

妹
婿
の
若
竹
屋
弥
十
郎
の
遊

女
屋
経
営
に
若
竹
屋
里
助
と
し
て
加
わ
り、

画
料
を
得
る
必
要
も
な
く
な
っ
た
か
ら
と
も
想

像
さ
れ
て
い
る
【
註
14】。

真
実
は
明
確
で
は
な
い
が、

お
そ
ら
く
英
泉
の
錦
絵
を
求
め
る
需

要
は
引
き
続
き
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、

英
泉
自
身
の
事
情
や
意
識
の
変
化
が、

文
政
期

ま
で
の
旺
盛
な
制
作
状
況
を
減
退
さ
せ
た
可
能
性
は
高
い
。

そ
の
低
迷
期
に
お
い
て
注
目
さ

れ
て
き
た
の
が
左
記
の
青
葱
堂
冬
圃
『
真
佐
喜
の
か
つ
ら』

の
記
述
で
あ
る。

此
絵
の
具
摺
物
に
用
ひ
は
じ
め
し
は、

文
政
十
二
年
よ
り
な
り、
（
中
略）
さ
れ
ど
未
錦
絵

に
は
用
ひ
ざ
り
し
が、

翌
年
堀
江
町
弐
丁
目
団
扇
問
屋
伊
勢
屋
惣
兵
衛
に
て、

画
師
深
斎
英

泉
悶
画
た
る
唐
土
山
水、

う
ら
は
隅
田
川
の
図
を
ヘ
ロ
リ
ン
一

色
を
も
つ
て
濃
き
薄
き
に
摺

立、

う
り
出
し
け
る
に、

其
流
行
お
ひ
た
A

し
く、

外
団
扇
屋
そ
れ
を
見、

同
じ
く
藍
摺
を

多
く
売
り
出
し
け
る、

地
本
問
屋
に
て
は、

馬
喰
町
永
寿
堂
西
村
与
八
方
に
て、

前
北
斎
が

ゑ
が
き
た
る
冨
士
三
十
六
景
を
ヘ
ロ
リ
ン
摺
に
な
し
出
板
す、

是
又
大
流
行
団
扇
に
倍
す、

其
こ
ろ
外
に
し
き
絵
に
も、

皆
ヘ
ロ
リ
ン
を
用
る
事
に
な
り
ぬ

す
な
わ
ち
英
泉
は、

文
政
十
二
年
(
-

八
二
九）
に
は
摺
物
に
用
い
ら
れ
て
い
た
舶
来
の
化

学
染
料
の
藍
色
で
あ
る
「
ヘ
ロ
リ
ン
」
（
ベ
ロ
、

通
称
ベ
ロ
藍
11
プ
ル
シ
ャ
ン
・

ブ
ル
ー）
を

翌
年
団
扇
絵
に
導
入
し
て、

そ
れ
が
藍
摺
と
し
て
大
流
行
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る。

ヘ
ン
リ
ー
・

ス
ミ
ス
氏
は、

こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
唐
土
山
水」

を、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
美
術

館
が
所
蔵
す
る
団
扇
絵
で
あ
る
と
特
定
し
て
い
る
【
註
15】

が、

藍
摺
の
団
扇
絵、

ま
た
風
景

画
は
残
存
数
が
非
常
に
少
な
く、

実
態
を
推
測
す
る
に
も
資
料
が
乏
し
い
た
め、

こ
こ
で
は

美
人
画
に
つ
い
て
の
み
取
り
上
げ
る。

「
姿
海
老
屋
楼
上
之
図」
【
図
20
】

は、

吉
原
の
妓
楼
姿
海
老
屋
の
姿
野
と
い
う
遊
女
を
中
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心
に、

豪
華
な
遊
女
の
居
室
で、

琴、

胡
弓、

三
味
線
と
い
う
三
曲
合
奏
が
行
わ
れ
て
い
る

図
で
あ
る。

胡
弓
を
弾
く
遊
女
の
そ
ば
に
「
七
里
改一
一
代
目

姿
野」

と
記
さ
れ
て
お
り、

吉
原
細
見
と
照
合
す
る
と、

姿
野
が
登
場
す
る
の
が
文
政
十
一

年(
-

八
二
八）
秋
か
ら
で
あ

る
こ
と
か
ら、

制
作
年
代
を
特
定
で
き
る
錦
絵
で
あ
る。

一

方
藍

で
摺
ら
れ
た
「
仮
宅
の
遊
女」
【
図
21
】

は、

遊
女
達
の
姿
は
模
様
な
ど
一

部
改
変

す
る
の
み
で
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
「
姿
海
老
屋
楼
上
之
図」

の
版
木
を
流
用
し、

背
景
を
隅
田

川
の
景
色
に
変
更
し、
一

部
の
文
字
を
消
す
な
ど
し
て、

あ
ら
た
に
藍
摺
と
し
て
出
版
し
た

版
で
あ
る
【
註
16】。

天
保
六
年(
-

八
三
五）、

吉
原
で
大
火
事
が
あ
り
遊
郭
が
全
焼、

再
建
工

事
の
間
は
隅
田
川
沿
い
の
仮
宅
で
営
業
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の
で、

本
図
の
制

作
年
代
が
判
明
す
る。

す
な
わ
ち
「
姿
海
老
屋
楼
上
之
図」

か
ら
「
仮
宅
の
遊
女」

ま
で、

実
に
約
七
年
の
期
間
を
匿
い
て
版
の
流
用
に
よ
る
藍
摺
出
版
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る。

そ
し
て
今
回
確
認
さ
れ
た
の
は、

こ
の
例
ば
か
り
で
な
く、

英
泉
の
藍
摺
の
美
人
画
の
ほ

と
ん
ど
が、

文
政
期
の
美
人
画
の
版
を
流
用
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
で
あ
る。

例
え
ば
先
述

の
よ
う
に
文
政
八
年(
-

八
二
五）
に
出
版
さ
れ
た
錦
絵
の
「
契
情
道
中
双
娩

か
な
や」
【
図

22
】

は
藍
摺
の
「
北
国
八
景
之
内

う
ら
た
ん
ぼ

暮
里

玉
屋
内

白
玉」
【
図
23
】

に、

錦
絵
五
枚
続
の
「
当
世
五
人
女」

は、
「
流
行
藍
仕
立
」

と
題
を
変
え、

藍
摺
で
出
版
さ
れ

て
い
る。

天
保
期
に
入
っ
て
錦
絵
の
作
画
量
が
極
端
に
減
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
英
泉
で
あ
る

が、

そ
の
人
気
が
急
に
途
絶
え
る
わ
け
も
な
く、

む
し
ろ
藍
摺
の
英
泉
と
い
う
需
要
は
高
ま

っ
て、

既
成
の
錦
絵
の
版
木
か
ら
藍
摺
を
派
生
さ
せ
る
こ
と
で、
一

般
の
求
め
に
応
え、

版

元
に
と
っ
て
も
合
理
的
な
商
売
と
し
た
の
で
あ
ろ
う。

署
名
の
部
分
の
版
木
も
流
用
さ
れ
て

い
る
た
め、

こ
の
よ
う
な
藍
摺
の
署
名
書
体
か
ら
制
作
年
代
を
類
推
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
点
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る。

(

2

)

そ
の
他
天
保
期
の
美
人
画

「
仮
宅
の
遊
女」

が
出
版
さ
れ
た
天
保
六
年(
-

八―
二
五）
頃
ま
で
は、

版
の
流
用
に
よ
る
藍

摺
を
多
く
出
版
し
て
い
た
ら
し
い
以
外
に
は
あ
ま
り
目
立
っ
た
活
躍
が
認
め
ら
れ
な
い。

し

か
し
文
政
期
の
よ
う
な
作
画
量
に
は
到
底
及
ば
な
い
も
の
の、

そ
の
後
美
人
画
と
風
景
画
の

分
野
で
は、

堅
実
な
仕
事
が
見
ら
れ
て
く
る。

あ
る
程
度
制
作
年
代
が
類
推
で
き
る
作
品
と

し
て、
「
江
戸
の
松
名
木
尽

押
上

妙
見
の
松」
【
図
24】

を
挙
げ
て
お
こ
う。

こ
の
娘
の
着

物
に
表
さ
れ
た
雪
の
結
晶
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
雪
華
模
様
は、

古
河
藩
主
土
井
利
位
が
舶
来

の
顕
微
鏡
を
使
っ
て
雪
の
結
晶
を
観
察
し、

こ
れ
を
天
保
三
年(
-

八
三
二
）
に
私
家
版
『
雪

華
図
説』

に
ま
と
め、

こ
れ
が
天
保
七
年(
-

八
三
六）
の
鈴
木
牧
之
『
北
越
図
譜』

に
引
用

さ
れ
て
一

般
に
も
流
行
し
た
も
の
で、

そ
れ
以
降
の
間
も
な
い
時
期
の
制
作
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る。

ま
た
ベ
ロ
藍
の
使
用
や、

様
式
か
ら、
「一
二
世
相
逢
生
競」、
「
江
戸
名
所
仇
競」、

「
物
日
の
あ
そ
び」、
「
当
世
会
席
尽」、
「
当
世
名
物
鹿
子」、
「
当
世
（
美
人）
料
理
通」、
「
一

筆

庵
英
泉
画」

の
署
名
の
あ
る
「
浮
世
姿」

な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
も
お
そ
ら
く
天
保
後
期
の
作
品

と
考
え
ら
れ
る
が、

具
体
的
な
年
代
は
ま
だ
考
証
の
余
地
が
あ
る
で
あ
ろ
う。
「
今
様
花
鳥
風

月」

の
よ
う
に
美
し
い
ベ
ロ
藍
の
青
を
生
か
し
た一
二
枚
続
の
見
応
え
の
あ
る
作
品
も
あ
る。

掛
物
絵
で
は
「
手
習
草
紙
を
持
つ
娘」
【
図
25】

の
画
中
に
描
か
れ
た
手
習
草
紙
に
「
天
保

丑
歳

正
月
吉
日」

と
あ
り、

天
保
十
二

年
(
-

八
四
一
）
の
作
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

る。

掛
物
絵
は
文
政
・

天
保
期
を
通
し
て
比
較
的
安
定
し
て
制
作
を
続
け
て
い
た
よ
う
に
推

察
し
て
い
る
が、

や
は
り
掛
物
絵
の
中
に
も、

先
行
す
る
作
品
の
版
木
の
流
用
で
済
ま
せ
て

い
る
例
や、

あ
ら
た
に
版
を
お
こ
し
て
は
い
る
が、

図
柄
は
ほ
ぼ
同
じ
で
色
や
模
様
を
変
え

た
例
【
図
26、

27】

な
ど
も
散
見
さ
れ、

英
泉
が
実
際
に
手
を
加
え
た
も
の
か
ど
う
か
さ
え

疑
わ
し
い
作
品
も
多
く
あ
る
よ
う
で
あ
る。

(

3

)

風
景
画

天
保―
一
年
(
-

八
三
一
）
頃
に
起
筆
さ
れ
た
葛
飾
北
斎
の
「
冨
嶽
三
十
六
景」、

次
い
で
四

年
頃
に
起
筆
さ
れ
た
歌
川
広
重
の
「
東
海
道
五
拾一
1一
次
之
内」

の
シ
リ
ー
ズ
は、

大
変
な
人

気
を
得
て、

こ
の
時
期
浮
世
絵
に
お
け
る
風
景
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
確
立
さ
れ
た。
「
東

海
道
五
拾
三
次
之
内」

と
同
じ
版
元
保
永
堂
竹
内
孫
八
が
英
泉
を
起
用
し
た
「
木
曾
街
道」

の
シ
リ
ー
ズ
は、

さ
ら
な
る
ヒ
ッ
ト
を
狙
っ
た
企
画
に
違
い
な
く、

版
元
ば
か
り
で
な
く
英

17 



図
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撲
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判
錦
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図29 漢斎英泉
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天保6iJc (1835) 頃
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図28 淡斎英泉 「第-=

（初版）

大判錦絵 天保6年 (1835) 頃

千葉市美術館蔵

木曾街逍 板橋之駅」

図
25

深
斎
英

泉

手
習
草
紙
を
持
つ
娘

大
判
錦
絵
竪
1

一
枚
続（
掛
物
絵）

天

保
―

二
年（
一

八
四
一
）

＊

r
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典

第
八
巻』
（
大

修
館
書
店

一

九
八
一
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よ
り

転
載 。

図
26
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英

泉
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箪
衣
裳
の
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大
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錦
絵
竪
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続（
掛
物
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（
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テ
レ
ビ
放
送）
蔵
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し
て

．．
帖

7

.

.

具
泉
品

図30 浚斎英泉江戸両座芝居町顔見世之図

大判錦絵 天保12年 (1841)
神奈川県立歴史博物館蔵

5

泉
蚤

図32 漢斎英泉 霞嶽三十六景 御厩川岸 両国橋夕見

大判錦絵 天保2-4年 (1831-33) 頃 大英博物館蔵
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泉
に
も
相
当
の
意
気
込
み
が
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る。

自
ら
も
北
斎
へ
の
尊
敬
の
念
を

『
元
名
翁
随
筆』

に
書
き
記
し
て
い
る
英
泉
で
あ
れ
ば、

広
重
ば
か
り
で
な
く
北
斎
の
存
在

も
十
分
に
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う。
「
木
曾
街
道」

の
初
版
の
中
で
も
早
い
摺
で
は、

「
冨
嶽
三
十
六
景」

の
藍
摺
を
思
わ
せ
る
清
々
し
い
藍
色
を
基
調
に
し
た
版
が
あ
る。

「
木
曾
街
道」

の
シ
リ
ー
ズ
は、
「
日
本
橋」

画
中
の
書
き
込
み
か
ら
天
保
六
年
(
-

八
三

五）
に
出
版
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る。

一

方
で
同
じ
頃
北
斎
は
「
百
人
一

首
乳
母

が
絵
説」

の
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て、

版
下
絵
は
多
く
残
り
百
図
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る

も
の
の、

実
際
に
は
二
十
七
図
し
か
出
版
さ
れ
ず、

こ
の
企
画
の
失
敗
に
よ
る
も
の
か、

以

降
は
錦
絵
を
ほ
と
ん
ど
出
さ
な
く
な
り、

肉
筆
画
や
絵
手
本
類
に
集
中
し
た
ら
し
い
。

北
斎

不
在
の
錦
絵
界、

奇
し
く
も
英
泉
が
本
格
的
に
風
景
画
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は、

こ
の
時

期
と
い
う
こ
と
に
な
る。

し
か
し
「
木
曾
街
道」

の
全
七
十
図
の
う
ち
英
泉
が
手
が
け
た
の
は
二
十
四
図
で、

途
中

広
重
に
交
替
し、

版
元
も
保
永
堂
竹
内
孫
八
か
ら
錦
樹
堂
伊
勢
屋
利
兵
衛
と
の
共
版、

さ
ら

に
錦
樹
堂
の
み
と
な
り、

後
摺
で
は
英
泉
の
名
も
消
え
て
お
り、

何
ら
か
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
【
図
28、

29】。

理
由
は
い
ま
だ
定
か
で
は
な
い
が、

シ
リ

ー
ズ
途
中
で
の
広
重
へ
の
絵
師
交
替、

ま
た
署
名
を
削
る
事
態
に
な
っ
た
こ
と
は、

英
泉
に

と
っ
て
も
不
本
意
な
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う。

ベ
ロ
藍
の
導
入
状
況
な
ど
を
も
と
に
【
註
17】、

今
回
あ
ら
た
め
て
風
景
画
の
制
作
年
代
を

考
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が、

そ
の
多
く
は
天
保
後
期
頃
と
推
察
さ
れ
る。

版
元
川
口
屋
宇
兵

衛
か
ら
出
版
さ
れ
た
「
江
戸
両
座
芝
居
町
顔
見
世
之
図」
【
図
30】

が、

浅
野
秀
剛
氏
に
よ
り

織
に
記
さ
れ
た
役
者
の
動
向
か
ら
天
保
十
二
年
（
一

八
四
一
）
と
考
証
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も、

同
じ
版
元
の
一

連
の
作
品
や
同
様
の
画
風
を
示
す
風
景
画
は
同
時
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う。

そ
の
川
口
屋
版
の
中
で
も
「
江
都
隅
田
川
雪
之
遠
景」
【
図
31】

が
北
斎
の
「
冨

嶽
三
十
六
景

御
厩
川
岸

両
国
橋
夕
見」
【
図
32】

の
図
柄
に
倣
っ
て
い
る
こ
と
な
ど、

引

き
続
き
北
斎
へ
の
意
識
は
残
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る。

特
に
改
印
か
ら
天
保
十
四
年(
-

八
四――-)
か
ら
弘
化――一
年(
-

八
四
六）
の
間
に
出
版
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
「
江
戸
八
景」

の
八
枚
揃
や
「
日
光
山
名
所
之
内」

の
五
枚
揃
は
力
の
こ

も
っ
た
描
写
を
見
せ
る。

若
い
時
か
ら
宋
や
明
代
の
絵
画、

お
そ
ら
く
は
山
水
画
に
親
し
ん

だ
と
い
う
英
泉
は、

錦
絵
で
は
美
人
画
よ
り
風
景
画
に
よ
り
力
が
入
っ
て
い
た
よ
う
に
も
思

え
る。

北
斎
や、

実
質
的
な
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
広
重
が
明
快
な
線
と
面
に
よ
る
表
現
を
求

め
た
の
に
対
し、

英
泉
は
む
し
ろ
本
画
に
見
る
よ
う
な
筆
致
を
版
で
再
現
し、

重
厚
な
味
わ

い
を
目
指
し
た
様
子
が
あ
る。

風
景
画
の
掛
物
「
月
夜
山
水
図」
「
雪
中
山
水
図」
（
い
ず
れ
も

重
要
美
術
品）
と
い
っ
た
名
品
は、

そ
の
最
高
峰
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う。

(

4

)

「
美
人
東
海
道」

と
晩
年
の
錦
絵
の
混
乱

天
保
後
期、

唯
一

の
大
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
「
（
美
人
東
海
道）
」

は、
「
掛
川

宿

廿
七」

の
図
に
天
保
十
三
年(
-

八
四
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
南
総
里
見
八
犬
伝』

第
九

輯
巻
之
五
十
か
ら
五
十
二
、

五
十
三
の
上
下
五
冊
と
分
か
る
冊
子
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら、

お
よ
そ
制
作
年
代
が
特
定
さ
れ
る。

四
十
図
ま
で
が
確
認
さ
れ
る
が、
「――-
+
-
」

か
ら
「
四
十」

ま
で
の
十
点
は
「
田
中」

の
名
主
印
が
あ
り、

絵
の
成
立
は
天
保
十
三
年
頃

と
し
て
も
実
際
の
刊
行
は
天
保
十
五
年
（
一

八
四
四）
か
ら
弘
化
二
年(
-

八
四
五）
の
間
の
こ

と
で
あ
る
ら
し
い
。
一

部
版
下
絵
も
残
さ
れ
て
お
り
【
註
18】、

東
海
道
五
十
三
次
分
（
五
十
五

図）
の
刊
行
は
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う。

手
前
に
生
活
感
あ
る
姿
で
美
人
を
描
き、

上
部
背
景
に
は
東
海
道
各
駅
の
風
景
画
が
描
か
れ
る。

余
白
に
は
三
日
月
連
に
よ
る
句
が
記

さ
れ
て
お
り、

こ
の
メ
ン
バ
ー
の
入
銀
物
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る。

色
彩
も
濃
厚
多

彩
で、

途
中
で
刊
行
が
控
え
ら
れ
た
の
も、

天
保
十
三
年
の
禁
令
で
錦
絵
の
彩
色
は
七、

八

色
ま
で、

販
売
価
格
を
十
六
文
以
下
と
さ
れ
た
せ
い
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ

よ
錦
絵
の
美
人
画
で
は、

晩
年
を
代
表
す
る
大
作
と
い
え
る。

さ
て
英
泉
が
嘉
永
元
年
（
一

八
四
八）
に
没
し
て
後
も
数
年
は、

い
ま
だ
英
泉
の
錦
絵
へ
の

需
要
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

そ
の
需
要
に
応
え
て
版
元
は、

や
は
り
以
前
に
出
版
し

た
作
品
の
版
木
か
ら
主
要
な
図
柄
と
署
名
の
部
分
を
流
用
し
て
出
版
し
て
い
た
ら
し
い
。

例
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武
家
出
身
で、

書
物
を
好
ん
だ
と
自
ら
記
す丑
央
泉
は、

天
保
後
期
に
は、

一

筆
庵
と
号
し

て
文
筆
家
と
し
て
筆
を
執
る
こ
と
も
多
か
っ
た。

ま
た
教
養
と
学
究
的
な
一

面
の
表
れ
る
出

版
物
も
あ
り、

弘
化
二
年（
一

八
四
五）
に
出
さ
れ
た
「
武
蔵
豊
島
郡
峡
田
領
荏
土
楓
川
鎧
之

渡
古
跡
考」

は、

英
泉
が
当
時
住
ん
で
い
た
坂
本
町
周
辺
を、

地
域
の
名
所
旧
跡、

著
名
人

の
考
証
を
交
え
て
著
し
た
趣
味
的
な
地
図
で
あ
る。

同
じ
年
に
出
さ
れ
た
（
天
保
十
五
年
の
刊

記
が
あ
る）
『
好
古
集
覧

革
究
図
考』

は、

甲
胄
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
古
染
革
を
記
録
し
た

彩
色
摺
の
図
像
集
に
自
ら
解
説
も
加
え
た
労
作
で、

池
田
義
信
と
本
名
を
記
す
署
名
か
ら
も、

英
泉
の
武
士
ら
し
い
一

面
を
見
る
よ
う
な
気
が
す
る。

当
初
か
ら
美
人
画
の
絵
師
と
し
て
注

目
さ
れ、

最
後
ま
で
美
人
画
の
需
要
に
応
え
た
絵
師
で
あ
っ
た
が、

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る

と、

特
に
天
保
期
以
降
の
美
人
画
に
つ
い
て
は、

作
画
量
も
不
安
定
で、

版
木
の
流
用
も
し

ば
し
ば
行
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る。

一

方
で
風
景
画
や
版
本
挿
絵、

最
後
に
挙
げ

お
わ
り
に

え
ば
「
（
美
人
東
海
道）
保
上
ヶ
谷

五」
【
図
33】

の
布
団
の
上
に
腰
掛
け
て
休
む
年
増
の
女

の
図
柄
は、

名
主
双
印
の
改
印
「
村
松」
「
福」

と
あ
る
こ
と
か
ら
英
泉
没
後
の
嘉
永
二
S
五

年
(
-

八
四
九
S
五
二
）
に
出
版
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
「
江
戸
名
異
女
図
会

大
門」
【
図

34】

に
流
用
さ
れ
て
い
る。

主
版
は
そ
の
ま
ま
で、

着
物
の
模
様
を
表
す
色
版
が
一

部
省
略

さ
れ
た
り、

変
更
さ
れ
た
り
し
て
お
り、

こ
ま
絵
も
粗
雑
な
描
写
で
あ
る。

他
に
も
「
（
美

人
東
海
道）
」

は
「
夜
の
梅」

を
背
景
に
し
た
三
枚
続
に
流
用
さ
れ
る
な
ど、

こ
の
よ
う
な

作
例
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。

あ
ま
り
に
も
単
純
な
構
成
で
あ
っ
た
り、

人
物
と
構
図
や
色

バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
背
景
を
持
つ
作
品
は、

実
際
英
泉
の
監
瞥
下
で、

そ
の
筆
に
よ
っ
て
描
か

れ
た
背
景
な
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
場
合
も
多
々
あ
る
こ
と
か
ら、

絵
師
の
評
価
に
含
め
る

べ
き
で
は
な
く、

注
意
を
要
す
る
で
あ
ろ
う。

図
33

淡
斎
英
泉

美
人
東
海
道
「
保
土
ケ
谷

五
」

天
保
一

三
年(
-

八
四
二
）

千
葉
市
美
術
館

叫ug

gよ
ふ

大
判
錦
絵

図
34

漢
斎
英
泉

「
江
戸
名
異
女
図
会

大
門」

大
判
錦
絵

嘉
永
ニ
ー
五
年（
一

八
四
九
—
五
二
）

千
葉
市
美
術
館

0

り
っ

（っ

J
 

“

ゑ＂
泉
占

た
考
証
物
の
緻
密
な
取
り
組
み
は、

英
泉
の
本
来
や
り
た
か
っ
た
仕
事
の
在
処
を
示
し
て
い

る
よ
う
に
思
う。

今
回
は
膨
大
な
版
本
で
の
仕
事
を
画
業
に
か
ら
め
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が、

今
後
さ
ら
に
英
泉
の
実
像
が
解
明
さ
れ
て
く
る
こ
と
が
待
た
れ
る
で
あ
ろ
う。

!釦ハ泉
畠
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】

【

註

3
】

【

註

4
】
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註

5
】

【

註

6
】

【

註

7
】

【

註

8
】

【

註

9
】

【

註

10
】

【

註

11
】

【

註

12
】

【

註

13
】

【

註

16
】

英
泉
作
品
の
収
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
九
七
二
年
に
「
江
戸
お
ん
な
百

景

英
泉
浮
世
絵
展」（
東
京
新
聞）
と
し
て
初
公
開、

さ
ら
に
一
九
八
二
年
に
「
坊
挫
の
浮
世
絵
師

深
斎
英
泉
展」
が
開
催
さ
れ
て
い
る。

そ
の
後一
九
八
五
年
か
ら一
九
八
七
年
に
か
け
て、

千
葉
市

が
こ
の
英
泉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
集、

現
在
千
葉
市
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る。

英
泉
は
若
い
頃
篠
田
金
治
に
弟
子
入
り
し
て
千
代
田
歳一
と
名
乗
っ
て
狂
言
作
者
と
な
っ
た
と
伝
え

る。

浅
野
氏
に
よ
れ
ば、

弟
子
入
り
し
た
の
は
文
化
九
年
で、

翌
年
の
十
月
以
前
に
は
そ
の
門
を
離

れ
た
と
考
証
さ
れ、
こ
の
作
品
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る。

加
え
て
四
代

目
瀬
川
路
考
が
文
化
九
年
十一
月――
十
九
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と、

改
印
の
「
森
治」（
森
屋
治

兵
衛）
か
ら
制
作
年
代
が
推
定
さ
れ
る。

参
考
文
献
『
浮
世
絵
師

深
斎
英
泉』
図
録（
千
葉
市
美
術

館
―1
0―
二
年）
同
作
品
解
説。

松
井
英
男
「
漢
斎
英
泉
初
期
作
品
群
の
研
究」
『
没
後
1
5
0
年
記
念

深
斎
英
泉
展』(-
九
九
七
年

太
田
記
念
美
術
館）
に
よ
れ
ば、

画
中
に
「
深
斎」
の
隠
し
落
款
と
刊
行
年
文
化
十
四
年
を
表
す
と

思
わ
れ
る
「
文
化
丑」
の
文
字
が
入
っ
て
い
る。

大
英
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
所
蔵
品
検
索
に
よ
れ
ば、

英
泉
作
と
し
て
多
く
の
春
画
摺
物
が
登

録
さ
れ
て
い
る。

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
所
蔵
品
検
索
で、

菊
川
英
山
の
作
品
と
し
て
登
録
さ
れ
る
錦

絵
の
春
画
巻
物
の
画
像
を
確
認
し
た。

前
掲
【
註
3】

論
文。

苔dreas
Marks
 "Publish
in
g
 o
f
 Japanese
 Woodblock
 Pr
in
ts:
 A
 Co
mpen
d
iu
m"
 (
Ho
te
i

Publish
in
g̀
Le
iden
 &
 Bos
toǹ
20
11)
 

『
浮
世
絵
師

深
斎
英
泉』
図
録（
千
葉
市
美
術
館
―
I

O

I

―一
年）
同
作
品
解
説。

「
美
艶
仙
女
香」
に
つ
い
て
は、

花
咲一
男
論
文（
『
化
粧
文
化』

第
四
号、
一
八
号、
二
五
号
所
収）

に
詳
し
い。

日
比
谷
孟
俊•
佐
藤
悟・
内
田
保
廣
「
吉
原
細
見
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
A
t

tr
ibu
t
e

と
し
て
の
紋
を
用
い
た

文
政
期
に
お
け
る
英
泉
筆
遊
女
絵
開
板
時
期
の
特
定，
契
情
道
中
双
娩
見
立
吉
原
五
十
三
射
を
例
と

し
て
1」
『
浮
世
絵
芸
術』
一
六一
二
号
（
国
際
浮
世
絵
学
会

二
01
――
年）

『
藤
岡
屋
日
記』
文
政
十
年
五
月
お
よ
び
文
政
十一
年
正
月
の
項
に、

大
空
武
左
衛
門
に
つ
い
て
記

述
が
あ
る。

松
田
美
沙
子
編
「
英
泉
錦
絵
総
目
録」
『
浮
世
絵
師

浚
斎
英
泉』
図
録（
千
葉
市
美
術
館

二
0-

―一
年）
所
収。

『
浮
世
絵
師

深
斎
英
泉』
図
録（
千
葉
市
美
術
館
―1
0―
二
年）
No.
201、
No.
215
作
品
解
説
お

よ
び
津
田
真
弓
「
柳
桜
亭
江
戸
廼
花
也（
長
州
藩
主
毛
利
斉
元）
の
狂
歌
摺
物
ー
伝
記
と
『
斉
元
公
戯

作
集』
を
中
心
に
1」『
浮
世
絵
芸
術』
一
六一
号（
国
際
浮
世
絵
学
会
―1
0―
一
年）。

【
註
14】

お
お
さ
わ
ま
こ
と
『
深
斎
英
泉』（
郁
芸
社
一
九
七
六
年）

【
註
15】
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
ミ
ス
著、

樋
ロ
一
貴
訳
「
浮
世
絵
に
お
け
る
『
ブ
ル
ー
革
命』」
『
浮
世
絵
芸
術』
―
――

八
号（
日
本
浮
世
絵
協
会
一
九
九
八
年）

『
千
葉
市
美
術
館
所
蔵
浮
世
絵
名
品
選』
同
作
品
解
説（
千
葉
市
美
術
館
―1
0
0一
年）、

日
比
谷

孟
俊
「
淡
斎
英
泉
が
描
い
た
京
町一
丁
目
「
姿
海
老
屋」
の
人
事
異
動」
『
浮
世
絵
師

深
斎
英
泉』

図
録（
千
葉
市
美
術
館
―
I

O

I

―一
年）
所
収。

【

註

18
】

【
註
17
】

下
山
進
「
青
色
着
色
料
「
ベ
ロ
藍」
の
導
入
に
一
役
買
っ
た
深
斎
英
泉
—
本
藍
か
ら
ベ
ロ
藍
の
時
代

ヘ
ー」
『
浮
世
絵
師

深
斎
英
泉』
図
録（
千
葉
市
美
術
館
―1
0―
二
年）
所
収。

浅
野
秀
剛
「「
美
人
東
海
道」
の
版
下
絵」
『
浮
世
絵
師

深
斎
英
泉』
図
録（
千
葉
市
美
術
館
二
0-

二
年）
所
収。
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The Development of Keisai Eisen the Artist 

Masako Tanabe 

From the later years of the B unka era (1804-1818) until his death in 1848, Keisai Eisen (1791 -1848) be­
came one of the most important ukiyo-e artists active during this most mature period of Edo's urban culture. 
Eisen was a popular artist who created a unique style of beauty images known for their sense of bewitching 

loveliness set amidst the everyday. Since his beauty works were so captivating, the focus has naturally been on 
only these images in both exhibitions and art books. Research on Eisen was spearheaded by Imanaka Hiroshi's 
Eisen chogasaku mokuroku (Catalogue of Eisen's Printed Books, RyOtei Bunko, 1956) and Osawa Makoto's 
opus Keisei Eisen (Ikugeisha, 1976). These two works compiled the results of studies on the artist, primarily 

his massive production of authored and illustrated printed books, and his richly diverse and dramatic life. 
However, Eisen's artistic production was hugely varied, from his considerable contribution to the estab­

lishment of the landscape genre within ukiyo-e, to the creation of warrior prints, children prints, toy prints, bird 
and flower prints, surimono private edition prints, ukiyo-e paintings, and even a few actor and sumo prints. In 
terms of materials used, Eisen's name appears around 1830 (Bunsei 13バempo 1) in the Masaki no katsura as 
an artist who very early on used the Prussian Blue artificial pigment brought to Japan from the West, and his 
later publication of numerous aizurie (indigo print) works hints at the reason behind his nickname at the 
time,"Aizuri Eisen." 

While the CCMA collection includes approximately 300 works by Eisen collected by Imanaka Hiroshi, 

and held a special exhibition on Eisen (May 29-July 8, 2012), I believe there is a need for a renewed investiga­
tion into the entirety of Eisen's artistic development. This article will provide a detailed and through overview 
of his oeuvre, starting from the base of existing studies of the subject, touching upon all of the activities in­
volved in Eisen's diverse career as a woodblock print artist, and considering not only his beauty images but 

also his other work in other subject genres. 
(Translated by Martha J. McClintock) 
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